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第１回定例会／予算審査レポート

平
成
31
年
度 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

平
成
31
年
度 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

ど
う
使
う
？
新
年
度
予
算

当
初
予
算
の
審
査
は
、
委
員
21
人
に
よ
る
予
算

審
査
特
別
委
員
会（
金
丸
幸
司
委
員
長
、横
山
洋
介

副
委
員
長
）を
設
置
し
、
3
月
11
日
か
ら
18
日
ま

で
の
間
、
延
べ
5
日
間
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
に
か
か
わ
る
質
疑
の

一
部
を
抜
粋
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

生
活
困
窮
世
帯
等
の
子
ど
も
の
学
習
・
食
糧
支

援
事
業
の
内
容
は
。

中
学
校
就
学
援
助
奨
励
費
を
受
け
て
い
る
中
学
3

年
生
を
対
象
に
、平
成
31
年
8
月
か
ら
2
月
ま
で
の

間
、
学
校
の
最
寄
り
公
民
館
で
、
学
習
及
び
軽
食
の

支
援
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

甲
斐
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
、
日
帰
り
型
・
宿
泊

型
産
後
ケ
ア
事
業
等
の
予
算
額
の
内
訳
は
。

日
帰
り
型
は
、
3
1
8
万
9
千
円
、
宿
泊
型
産
後
ケ

ア
事
業
は
、
2
4
3
万
8
千
円
、
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
推

進
協
議
会
等
が
33
万
2
千
円
で
あ
る
。

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
預
託
金
と
は
。

対
象
者
は
1
年
以
上
市
内
に
在
住
し
、1
年
以
上
同

一
職
場
勤
務
、
年
収
1
5
0
万
円
以
上
の
方
で
、

1
0
0
万
円
を
限
度
額
と
し
償
還
期
間
5
年
以
内

で
生
活
資
金
等
の
貸
付
け
を
行
う
制
度
で
あ
る
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
平
成
31
年
度
の
計

画
箇
所
は
。

こ
れ
ま
で
に
5
箇
所
実
施
し
、
平
成
31
年
度
は
、
亀

沢
の
中
村
地
区
2
箇
所
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
配
信
連
携
対
応
委
託
と
は
。

J
ア
ラ
ー
ト
を
利
用
し
て
発
信
す
る
防
災
情
報
を

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
即
座
に
掲
載
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
委
託
経
費
で
あ
る
。

創
甲
斐
教
育
推
進
事
業
の
検
証
は
。

平
成
31
年
度
は
創
甲
斐
教
育
推
進
大
綱
の
最
後
の

年
度
と
な
る
。平

成
31
年
度
に
新
た

な
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
全

て
の
事
業
の
検
証

を
行
い
、
次
期
計

画
を
策
定
す
る
。

市
民
相
談
と
法
律
相
談
、
消
費
生
活
相
談
の
件
数

は
。

平
成
31
年
2
月
末
ま
で
で
、
市
民
相
談
は
、
8
件
、
法

律
相
談
は
、
50
件
、
消
費
生
活
相
談
は
、
1
9
8
件
の

相
談
が
あ
っ
た
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
利
用
し
て
交
付
し

た
印
鑑
登
録
証
明
書
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

平
成
31
年
2
月
末
ま
で
の
9
か
月
間
で
、
9
2
8
件

を
交
付
し
て
い
る
。

平成30年度から配られている
漢字ハンカチ

予算審査特別委員会の様子

QAQA

QAQA

QAQAQAQA

甲斐市版ネウボラ事業にこにこママルーム 予算を
徹底チェック
予算を

徹底チェック

予 算
審 査
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第１回定例会／補正予算・人事案件

平成30年度補正予算（第5号）

平成30年度一般会計補正予算（第6号）

保育所費などの 総額2億2,732万円
増額予算を可決

双葉東・西小学校及び双葉中学校の
冷暖房設備入れ替え工事費など 
総額2億2,669万円増額予算を可決

一般会計補正予算（第5号）は、地方交付税、分担
金及び負担金などを財源に、基金費、公債費、生活
保護費の増額などの補正予算が提出され、採決の結
果、全会一致で可決しました。

小学校及び中学校施設整備費などの
一般会計補正予算（第６号）が定例
会最終日に提出され、採決の結果、
全会一致で可決しました。

●歳入（財源）※△は減額
項　　目 金　　額

地 方 交 付 税 5億7,428万円
分担金及び負担金 495万円
財 産 収 入 331万円
繰 入 金 121万円
寄 附 金 10万円
諸 収 入 △378万円
県 支 出 金 △544万円
国 庫 支 出 金 △1,741万円
市 債 △3億2,990万円

●歳出（使いみち）※青字と△は減額
項　　目 お も な 事 業 金　　額

諸 支 出 金 財政調整基金積立、公共施設等整備基金積立 2億7,353万円
公 債 費 元金、利子 4,304万円
民 生 費 生活保護費、保育所費 3,385万円

農 林 水 産 業 費
土地改良区施設改修事業、農業委員会費（委
員報酬）

318万円

災 害 復 旧 費 農業用施設災害復旧費 116万円

衛 生 費
竜王・敷島保健福祉センター事業（光熱水費）
やすらぎ聖苑管理費

△225万円

総 務 費 市議会議員選挙執行事業、国際交流事業 △935万円
教 育 費 図書館業務電算事業、給食センター運営費 △1,531万円

土 木 費
幹線道路整備事業（新町本線道路改良事業）
下水道事業特別会計繰出金

△1億53万円

● 保育所費　【321万円の増額】
平成31年度入園申し込みにおいて、受け入れ可能人数以上の申し込みがあったため、4公立保育園（竜王北、竜王東、
竜王中央、双葉西）において消耗品、備品購入費、工事請負費を増額するものです。

補正予算
人 事

主な補正予算事業を紹介します

副市長及び教育長が変わります。
次の案件について、審議しました。

定例会人事 案　件 名前（元職） 議決結果

副市長の選任の件 輿石　春樹（企画政策部長） 同　意

教育長の任命の件 三澤　　宏（教育部長） 同　意
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今定例会における各常任委
員会での議案審査の質疑を
抜粋してお伝えします。

（３月５、６日開催）

条例・補正予算等

委員会レポート
総務教育常任委員会

建設経済常任委員会

議案を
チェック

概要：	 光ケーブル移設に対する関係機関との調整など
により、平成30年度内での工事完了が困難とな
り、工事請負費などを翌年度に繰り越すもの。

Q 	 完成の予定は。

A 	 10月の完成を予定している。

Q 	 繰越明許費の詳細は。

A 	 測量・登記料、光ケーブル移設の工事費、JR
からの用地購入、東電の電柱の移設費用など
である。

概要：	 生活保護費（医療扶助費）の伸びによる増額

Q 	 生活保護の受給人数と世帯数は。

A 	 平成31年１月末現在、受給人数659人、506世
帯である。

■生活保護の状況

概要：	 やすらぎ聖苑の火葬業務及び受付業務の委託費
について、入札による委託費の確定による減額

Q 	 この金額で推移していくのか。

A 	 入札で契約するため、この金額で推移してい
くと考えている。

繰越明許費　塩崎駅周辺整備事業　
3,391万円の繰越

扶助費　2,570万円の増額

やすらぎ聖苑管理費　245万円の減額補正

塩崎駅

厚生環境常任委員会

委員会

補正

補正甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関
する条例の一部改正の件条例

甲斐市職員の分限に関する手続き及
び効果に関する条例の一部改正の件条例

概要：	 再任用職員の経験や能力をより一層業務に反映
できるよう、１日の勤務時間を現在の６時間から
７時間30分するなど、所要の改正をするもの。

Q 	 再任用職員の定員適正化計画での取り扱
いは。

A 	 正規職員は、７時間45分であり、再任用職員
は、７時間30分となり、定員適正化計画には、
換算されない。

概要：	 地方公務員法の一部改正に伴い、分限に関する
手続き及び効果について、降給（降格と降号）
という規定を追加するため、所要の改正をする
もの。

Q 	 降号の事由とは。

A 	 能力は持ち合わせているが、勤務成績が悪
かった場合に給与の減額となる。

Q 	 職員自身から降号の申し出はできるのか。

A 	 降任、降格の申し出はあるが、降号はない。

やすらぎ聖苑

※停止中世帯を除く

第１回定例会／委員会レポート

人数

世帯

平成28年
4月1日

平成29年
4月1日

平成30年
4月1日

0

700

350

581人 612人 646人

445世帯 472世帯 492世帯
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平成 31 年 第１回定例会　議案審議結果

会派名

議席番号

議員名
議案番号　　議案名

議決
月日

議決
結果

甲斐市民クラブ 創政甲斐クラブ 新政会 公明党 颯新
クラブ

日本共産党
甲斐市議団

6 8 9 10 15 21 11 17 18 19 20 1 4 5 14 2 7 22 12 16 3 13

横
山
　
洋
介

滝
川
　
美
幸

五
味
　
武
彦

金
丸
　
　
寛

斉
藤
　
芳
夫

小
浦
　
宗
光

赤
澤
　
　
厚

長
谷
部
　
集

山
本
　
英
俊

内
藤
　
久
歳

藤
原
　
正
夫

伊
藤
　
　
毅

秋
山
　
照
雄

清
水
　
和
弘

清
水
　
正
二

加
藤
　
敬
徳

金
丸
　
幸
司

保
坂
　
芳
子

小
澤
　
重
則

有
泉
庸
一
郎

谷
口
　
和
男

松
井
　
　
豊

議案第１号 甲府地区広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及び
甲府地区広域行政事務組合規約の変更の協議の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第２号 甲府地区広域行政事務組合の視聴覚ライブラリーの設置及
び運営に関する事務の廃止に伴う財産処分の協議の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第３号 甲斐市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例の一部改正の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第４号 竜王駅前広場の設置及び管理に関する条例の一部改正の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第５号 平成30年度甲斐市一般会計補正予算（第５号） ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第６号 平成30年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第７号 平成30年度甲斐市介護保険特別会計補正予算（第４号） ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第８号 平成30年度甲斐市介護サービス特別会計補正予算（第１号） ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第９号 平成30年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予
算（第１号） ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第10号 平成30年度甲斐市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第11号 平成30年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計補正予算（第
３号） ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第12号 平成30年度甲斐市農業集落排水事業特別会計補正予算（第
１号） ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第13号 平成30年度甲斐市下水道事業特別会計補正予算（第４号） ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第14号 平成30年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計補正予算（第１
号） ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第15号 甲斐市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一
部改正の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第16号 甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正の
件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第17号 甲斐市職員給与条例の一部改正の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第18号 甲斐市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第19号 甲斐市立保育所条例の一部改正の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第20号 甲斐市竜王中部公園セミナーハウス条例の一部改正の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第21号 甲斐市戸別合併処理浄化槽の整備に関する条例の一部改正
の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第22号 甲斐市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道
技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第23号 市道路線認定の件 ３月８日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第24号 平成31年度甲斐市一般会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議案第25号 平成31年度甲斐市国民健康保険特別会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議案第26号 平成31年度甲斐市後期高齢者医療特別会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号 平成31年度甲斐市介護保険特別会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号 平成31年度甲斐市介護サービス特別会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号 平成31年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号 平成31年度甲斐市簡易水道事業特別会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 平成31年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 平成31年度甲斐市農業集落排水事業特別会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号 平成31年度甲斐市下水道事業特別会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号 平成31年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号 平成31年度甲斐市水道事業会計予算 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号 平成30年度甲斐市一般会計補正予算（第６号） ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 塩崎駅構内塩崎架道橋改築に関する施行協定の変更協定締
結の件 ３月22日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第1号 副市長の選任の件 ３月22日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第2号 教育長の任命の件 ３月22日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長（長谷部集）は可否同数以外は採決に加わらない。

○…賛成　×…反対　欠…欠席

第１回定例会／議案審議結果 公開します。議員の賛否
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一般質問

第 1 回定例会では 14 人の議員が一般質問を行い、3 日間にわたり活発な議論を展開しました。
質問と答弁を要約した内容は、13 ページから 19 ページです。
なお、議会ホームページで、一般質問の録画を配信していますのでご覧ください。

QR コードはこちら→

甲斐市議会　議会中継 検  索

２
月
28
日（
木
）

甲斐市民クラブ
斉藤 芳夫 議員　15ページ
①長期的視点でのまちづくり、まち

おこしについて

公明党
加藤 敬徳 議員　15ページ
①子どものＳＯＳを見逃さないた

めに
②避難所としての体育館

公明党
金丸 幸司 議員　16ページ
①不育症の周知や患者支援の推進

について
②児童生徒への情報モラル教育に

ついて

新政会
清水 正二 議員　16ページ
①さらなる子育て支援について

新政会
清水 和弘 議員　17ページ
①認知症対策の現状について
②西八幡剪定枝粉砕処理場について

３
月
４
日（
月
）

日本共産党甲斐市議団
谷口 和男 議員　17ページ
①高齢化社会への対応施策の充実を
②国保税滞納世帯への対応について
③市庁舎内での事故対応について

日本共産党甲斐市議団
松井　豊 議員　18ページ
①教職員の異常な長時間労働の早急な是正を
②木質バイオマス発電は地球温暖化対策になりうるのか
③公共施設等総合管理計画（個別計画）の進捗状況について

公明党
保坂 芳子 議員　18ページ
①「ゼロ歳・ゼロか月・ゼロ日」の虐待死防止を
②安全で安心な甲斐市を
③マイキープラットフォーム構想推進について

甲斐市民クラブ
金丸　寛 議員　19ページ
①平成31年度の保育園入園希望の状況について

甲斐市民クラブ
横山 洋介 議員　19ページ
①バイオマス産業都市構想について
②山梨県緑化センター跡地活用について

２
月
27
日（
水
）

新政会
伊藤　毅 議員　13ページ
①甲斐市の保育園の現状について
②少子高齢化対策について

新政会
秋山 照雄 議員　13ページ
①基盤整備について

颯新クラブ
有泉 庸一郎 議員　14ページ
①峡北、峡中、峡南地域の11市町で構

成する協議会について
②当市と児童相談所との関わり方に

ついて

創政甲斐クラブ
内藤　久歳 議員　14ページ
①平成31年度予算編成について
②児童虐待の根絶を

第１回定例会／一般質問

一般質問は、行政全般にわたり、議員個
人が、執行機関に対し、事務の執行状況
や将来に対する方針等について所信を
質し、あるいは報告、説明を求め又は疑
問を質すことをいいます。
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第１回定例会／一般質問

甲斐市の保育園の現状は
市長▶待機児童を出さないための対応策を講じている

新政会　伊藤　毅  議員　　　　　　

竜王中学校南側の市道富竹新田西八幡線改良工事の今後の計画は
市長▶今後も県と連携し、事業の早期完了に向け取り組んでいきたい

新政会　秋山 照雄  議員　　　　　　

伊
藤 

平
成
31
年
度
入
園
状
況

に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

昨
年
11
月
に
広
域
入

所
も
含
め
、受
付
を
実
施
し
、昨

年
同
様
、多
く
の
入
所
希
望
者

が
あ
り
、特
に
1
歳
児
に
お
い

て
は
受
入
枠
を
上
回
る
も
の
で

あ
っ
た
。一
部
の
市
立
保
育
園

の
遊
戯
室
を
、保
育
室
と
し
て

活
用
し
、ま
た
、市
内
私
立
保
育

園
へ
も
受
入
枠
の
拡
大
を
依
頼

す
る
な
ど
、待
機
児
童
を
出
さ

な
い
た
め
の
対
応
策
を
講
じ
て

い
る
。

伊
藤 

遊
戯
室
を
保
育
室
に
し

て
と
の
対
応
だ
が
、衛
生
面
、安

全
性
、保
育
士
の
人
数
は
問
題

な
い
か
聞
く
。

子
育
て
健
康
部
長 

安
全
柵
の
設
置

や
保
育
に
必
要
な
備
品
等
を
用

意
し
、衛
生
面
や
安
全
面
に
配

慮
し
、ま
た
増
員
と
な
る
保
育

士
は
確
保
で
き
る
体
制
に
な
っ

て
い
る
。

伊
藤 

出
生
届
時
に
保
育
を
何

歳
か
ら
希
望
す
る
か
、ま
た
希

望
の
保
育
園
は
あ
る
か
、確
認

す
る
の
は
い
か
が
か
聞
く
。

子
育
て
健
康
部
長 

保
育
園
の
整
備

計
画
や
保
育
士
の
確
保
な
ど
、

需
要
予
測
を
す
る
た
め
に
は
有

効
的
で
あ
る
。東
京
都
豊
島
区

に
お
い
て
は
、妊
娠
届
時
に
保

育
園
入
園
時
期
や
通
園
希
望
地

域
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
て
い

る
。そ
の
結
果
、効
果
的
な
整
備

計
画
に
役
立
っ
て
い
る
。今
後
、

検
討
し
て
い
く
。

伊
藤 

よ
り
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、妊
娠
届

時
や
出
生
届
時
で
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

秋
山 

上
八
幡
自
治
会
内
に
は
、

道
路
復
員
４
ｍ
未
満
の
道
路
が

あ
る
が
、拡
幅
等
の
改
良
計
画

が
あ
る
か
。

市
長 

具
体
的
な
改
良
計
画
は

な
い
が
、自
治
会
か
ら
要
望
を

受
け
た
場
合
は
、地
元
に
ご
協

力
を
い
た
だ
く
中
で
、道
路
復

員
が
、４
ｍ
未
満
の
場
合
は
、４

ｍ
以
上
に
、４
ｍ
以
上
５
ｍ
未

満
の
場
合
は
、５
ｍ
以
上
に
拡

幅
し
整
備
を
し
て
い
る
。

秋
山 

用
地
を
寄
附
し
な
け
れ

ば
、拡
幅
工
事
を
し
な
い
と
い

う
緊
縮
道
路
整
備
で
は
な
く
、

新
た
に
考
え
を
変
え
、基
盤
整

備
を
し
て
い
く
方
向
性
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

市
長 

道
路
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
整
備
件
数
も
多
く
あ
り
、

こ
れ
ら
を
効
果
的
、効
率
的
に

整
備
し
て
い
く
に
は
、今
後
莫

大
な
予
算
が
予
想
さ
れ
る
。今

後
も
自
治
会
か
ら
の
要
望
に
よ

る
道
路
拡
幅
整
備
に
お
い
て

は
、無
償
寄
附
に
よ
る
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

秋
山 

市
で
土
地
買
収
し
、拡
幅

工
事
を
行
っ
て
い
く
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

秋
山 

市
街
化
の
水
路
に
つ
い

て
、慢
性
的
に
氾
濫
す
る
箇
所

が
何
箇
所
あ
り
、そ
の
改
修
計

画
は
。

市
長 

集
中
豪
雨
に
よ
る
道
路

冠
水
な
ど
の
浸
水
被
害
は
、竜

王
４
地
区
、敷
島
１
地
区
、双
葉

１
地
区
確
認
さ
れ
て
い
る
。竜

王
地
区
に
つ
い
て
は
、２
地
区

で
平
成
30
年
度
に
道
路
内
に
浸

透
枡
を
６
基
設
置
し
て
お
り
、

今
後
設
置
効
果
の
検
証
を
し
て

い
く
。敷
島
地
区
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
に
雨
水
対
策
調
査

業
務
を
委
託
し
、そ
の
成
果
に

基
づ
き
来
年
度
以
降
計
画
的
に

工
事
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。双
葉
地
区
に
つ

い
て
も
雨
水
対
策
調
査
を
予
定

す
る
な
ど
順
次
対
応
し
て
い

く
。

竜王東保育園

市道富竹新田西八幡線
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11市町で構成するごみ処理広域化推進協議会について聞く
市長▶新たな一部事務組合の設立に向けて取り組んでいる

颯新クラブ　有泉 庸一郎  議員　　　　　　

平成31年度予算編成の基本的な考えについて聞く
市長▶健全財政、限られた財源の効率化を基本に編成した

創政甲斐クラブ　内藤 久歳  議員　　　　　　

有
泉 

今
後
ど
の
よ
う
に
事
業

を
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長 

ご
み
処
理
施
設
の
建

設
候
補
地
に
つ
い
て
、11
市
町

が
対
等
な
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
か
所
ず
つ
提
案
し
、中
央
市

内
と
南
ア
ル
プ
ス
市
内
の
三
か

所
を
最
終
評
価
候
補
地
と
し
て

選
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。今

後
の
本
事
業
の
進
め
方
で
あ
る

が
、一
部
事
務
組
合
を
設
立
す

る
た
め
に
は
、ご
み
処
理
施
設

の
建
設
地
の
決
定
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、協
議
会
と
し

て
は
候
補
地
の
選
定
を
慎
重
か

つ
早
急
に
進
め
る
こ
と
を
最
優

先
と
す
る
中
で
、地
元
住
民
へ

の
丁
寧
な
説
明
と
対
応
に
努
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

当
市
と
児
童
相
談
所

と
の
関
わ
り
方
お
よ

び
、当
市
の
児
童
虐

待
の
現
状
に
つ
い
て

聞
く

市
長 

本
市
で
は
、深
刻
化
す

る
児
童
虐
待
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、市
町
村
の
援
助
機
能

お
よ
び
虐
待
対
応
の
専
門
機

関
で
あ
る
児
童
相
談
所
と
の
連

携
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。実
際
に
虐
待
を
受
け
て

い
る
場
合
、ま
た
虐
待
を
受
け

る
恐
れ
が
あ
る
家
庭
へ
の
支
援

で
、児
童
相
談
所
の
対
応
を
必

要
と
す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
、

連
携
を
も
っ
て
対
応
し
て
い

る
。本
市
が
平
成
29
年
度
に
対

応
し
た
件
数
は
、２
０
４
件
で

あ
っ
た
。種
別
ご
と
の
件
数
は
、

心
理
的
虐
待
が
96
件
、育
児
放

棄
、い
わ
ゆ
る
ネ
グ
レ
ク
ト
が

82
件
、身
体
的
虐
待
は
26
件
と

な
っ
て
い
る
。な
お
、平
成
30
年

度
の
新
規
受
理
件
数
は
、現
時

点
で
は
48
件
と
な
っ
て
お
り
、

虐
待
の
未
然
防
止
、早
期
発
見

の
た
め
に
、引
き
続
き
支
援
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

内
藤 

市
債
の
発
行
状
況
及
び

充
当
事
業
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

平
成
29
年
度
末
の
発
行

本
数
は
３
６
１
本
で
発
行
残
高

は
約
２
４
９
億
円
と
な
っ
て
い

る
。平
成
31
年
度
予
算
で
は
21

億
７
，９
７
０
万
円
の
発
行
を

予
定
し
、双
葉
西
保
育
園
建
替

事
業
、（
仮
称
）
上
八
幡
公
園
整

備
事
業
な
ど
17
事
業
に
充
当
す

る
予
定
で
あ
る
。

内
藤 

歳
入
、歳
出
の
財
政
見
通

し
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

歳
入
の
約
１
／
３
を

占
め
る
市
税
に
つ
い
て
は
、人

口
減
少
や
高
齢
化
社
会
の
到
来

に
よ
り
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

が
予
想
さ
れ
、普
通
交
付
税
も

平
成
32
年
度
以
降
一
本
算
定
の

交
付
と
な
り
、大
幅
な
増
加
は

期
待
で
き
な
い
。歳
出
に
お
い

て
は
、保
育
関
係
経
費
、介
護
保

険
、高
齢
者
医
療
費
等
の
著
し

い
増
加
が
み
ら
れ
る
中
、今
後

高
齢
化
の
進
行
が
予
想
さ
れ
財

政
見
通
し
は
厳
し
い
状
況
が
見

込
ま
れ
る
。

内
藤 

平
成
32
年
度
以
降
、一
本

算
定
と
な
っ
た
場
合
の
減
額
見

込
は
ど
れ
位
か
。

企
画
政
策
部
長 

平
成
30
年
度
の

交
付
決
定
額
ベ
ー
ス
と
の
差
額

は
約
３
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
額
が
減
額
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

児
童
虐
待
の
根
絶
を

内
藤 

平
成
29
年
度
中
に
全
国

２
１
０
か
所
の
児
童
相
談
所
が

児
童
虐
待
と
し
て
対
応
し
た
件

数
は
１
３
３
，７
７
８
件
で
対

応
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い

る
。虐
待
根
絶
に
向
け
た
市
の

考
え
を
聞
く
。

市
長 

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守

る
こ
と
を
第
一
優
先
と
し
虐
待

を
受
け
て
い
る
子
ど
も
や
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
家
庭
に
対

し
て
、関
係
機
関
で
情
報
や
考

え
方
を
共
有
し
適
切
な
対
応
を

す
る
こ
と
で
、次
世
代
へ
の
連

鎖
を
断
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

昔遊び集会（ゴム跳び）の様子

子ども虐待防止ポスター

第１回定例会／一般質問






















